


（日影による中高層の建築物の高さの制限）
第５６条の２
別表第四(い)欄の各項に掲げる地域又は区域の全部又は一部で地方公共団体の条例で指定する区域(以下この条に
おいて「対象区域」という。)内にある同表(ろ)欄の当該各項(四の項にあつては、同項イ又はロのうちから地方公共団体
がその地方の気候及び風土、当該区域の土地利用の状況等を勘案して条例で指定するもの)に掲げる建築物は、冬至
日の真太陽時による午前八時から午後四時まで(道の区域内にあつては、午前九時から午後三時まで)の間において、
それぞれ、同表(は)欄の各項(四の項にあつては、同項イ又はロ)に掲げる平均地盤面からの高さ(二の項及び三の項に
あつては、当該各項に掲げる平均地盤面からの高さのうちから地方公共団体が当該区域の土地利用の状況等を勘案
して条例で指定するもの)の水平面(対象区域外の部分、高層住居誘導地区内の部分、都市再生特別地区内の部分及
び当該建築物の敷地内の部分を除く。)に、敷地境界線からの水平距離が五メートルを超える範囲において、同表(に)欄
の(一)、(二)又は(三)の号(同表の三の項にあつては、(一)又は(二)の号)のうちから地方公共団体がその地方の気候及
び風土、土地利用の状況等を勘案して条例で指定する号に掲げる時間以上日影となる部分を生じさせることのないもの
としなければならない。ただし、特定行政庁が土地の状況等により周囲の居住環境を害するおそれがないと認めて建築
審査会の同意を得て許可した場合又は当該許可を受けた建築物を周囲の居住環境を害するおそれがないものとして政
令で定める位置及び規模の範囲内において増築し、改築し、若しくは移転する場合においては、この限りでない。

別表第四 日影による中高層の建築物の制限 

  (い) (ろ) (は) (に) 

  地域又は区域 制限を受ける建築物 
平均地盤面から
の高さ 

  

敷地境界線からの水
平距離が十メートル
以内の範囲における
日影時間 

敷地境界線からの水平距離が十メ
ートルを超える範囲における日影
時間 

二 

第一種中高層住
居専用地域又は
第二種中高層住
居専用地域 

高さが十メートルを超え
る建築物 

四メートル又は
六・五メートル 

(一) 
三時間(道の区域内に
あつては、二時間) 

二時間(道の区域内にあつては、
一・五時間) 

(二) 
四時間(道の区域内に
あつては、三時間) 

二・五時間(道の区域内にあつて
は、二時間) 

(三) 
五時間(道の区域内に
あつては、四時間) 

三時間(道の区域内にあつては、
二・五時間) 

 この表において、平均地盤面からの高さとは、当該建築物が周囲の地面と接する位置の平均の高さにおける水平面からの高さをいう
ものとする。 
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概要書



01

理由書



付近見取図
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付近見取図
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用途地域色分図
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建築物用途色分図
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敷地現況図
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土地利用計画図
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配置図



08-1

3-1棟 立面図①



08-2

3-1棟 立面図②



09-1

3-2棟 立面図①



09-2

3-1棟 立面図②
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現況日影図

近商

一中高

日影不適合部分１

日影不適合部分２
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計画日影図

近商

一中高

日影不適合部分１

日影不適合部分２
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パース



現況写真１



現況写真２



現況写真３



現況写真４



調査意見

本申請は、府営宮園住宅において、段階的に建替えを進めている中で、第
１次第３期として、住棟２棟等を建築するにあたり、現在の一団地認定の取り
消し、府管理用地をはずした区域での再度の一団地認定に併せて、法第５６
条の２第１項（日影規制）ただし書許可を受けようとするものである。

当該区域では、日影規制が施行された昭和５４年４月１日以前の既存建築
物の影響により、規制値を超える日影を生じさせているが、本申請の建築物
によって不適合部分が増加することはない。

よって、周辺の住居環境を害するおそれがなく、許可に際しては支障がな
いと認められる。
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調査意見
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